
１(1) 小学部【Ａ・Ｂ課程】

教 科 目 標

国 語 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切
に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 日常生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができる
ようにする。

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を
養う。

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さを自覚
し，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

社 会 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，
グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者
に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。
(1) 地域や我が国の国土の地理的環境，現代社会の仕組みや働き，地域や我が国
の歴史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに，様々な資料
や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の特色や相互の関連，意味を多角的に考えたり，社会に見られる
課題を把握して，その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする
力，考えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。

(3) 社会的事象について，よりよい社会を考え，主体的に問題解決しようとする
態度を養うとともに，多角的な思考や理解を通して，地域社会に対する誇りと
愛情，地域社会の一員としての自覚，我が国の国土と歴史に対する愛情，我が
国の将来を担う国民としての自覚，世界の国々の人々と共に生きていくことの
大切さについての自覚などを養う。

算 数 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能
力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとと
もに，日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

(2) 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，基礎的・
基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表し
たりする力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学習を振り返ってよりよく問題
解決しようとする態度，算数で学んだことを生活に活用しようとする態度を養
う。

理 科 自然に親しみ，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う
ことなどを通して，自然の事物・現象のついての問題を科学的に解決するために必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 自然の事物・現象のついても理解を図り，観察，実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

(2) 観察，実験などを行い，問題解決の力を養う。
(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。

生 活 具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立
し生活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会及び自然の特徴や
よさ，それらの関わり等に気付くとともに，生活上必要な習慣や技能を身に付
けるようにする。

(2) 身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分自身や自分の生活
について考え，表現することができるようにする。

(3) 身近な人々，社会及び自然に自ら働きかけ，意欲や自信をもって学んだり生
活を豊かにしたりしようとする態度を養う。

音 楽 表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに，表したい音楽
表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を工夫することや，音楽を味わって聴くことができるようにする。
(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する
感性を育むとともに，音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う。



図画工作 表現及び鑑賞の活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中
の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解す
るとともに，材料や用具を使い，表し方を工夫して，創造的につくったり表し
たりすることができるようにする。

(2) 造形的なよさや美しさ，表したいこと，表し方などについて考え，創造的に
発想や構想をしたり，作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりするこ
とができるようにする。

(3) つくり出す喜びを味わうとともに，感性を育み，楽しく豊かな生活を創造し
ようとする態度を養い，豊かな情操を培う。

家 庭 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な
活動を通して，生活をよりよくしようとする資質・能力を次のとおり育成すること
を目指す。
(1) 家族や家庭，衣食住，消費や環境などについて，日常生活に必要な基礎的な
理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，
実践を評価・改善し，考えたことを表現するなど，課題を解決する力を養う。

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み，家族や地域の人々との関わりを考え，家
族の一員として，生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

体 育 体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程
を通して，心と体を一体として捉え，障害にわたって心身の健康を保持増進し豊か
なスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。
(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全に
ついて理解するとともに，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

(2) 運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断す
るとともに，他者に伝える力を養う。

(3) 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明るい
生活を営む態度を養う。

外国語 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による
聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーショ
ンを図る基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本
語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，
書くことに慣れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際
のコミュニケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにす
る。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況に応じて，身近で簡単な事柄に
ついて，聞いたり話したりするとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語の
語彙や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意識しながら書いたりし
て，自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的
に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

外国語 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による
活 動 聞くこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る素

地となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 外国語を通して，言語や文化について体験的に理解を深め，日本語と外国語
との音声の違い等に気付くとともに，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し
むようにする。

(2) 身近で簡単な事柄について，外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気
持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

(3) 外国語を通して，言語やその背景にある文化に対する理解を深め，相手に配
慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を
養う。



(2) 中学部【Ａ・Ｂ課程】

教 科 目 標

国 語 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理

解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことが

できるようにする。

(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想

像力を養う。

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の

言語文化に関わり，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

社 会 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動

を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる

平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の

基礎を次のとおり育成することを目指す

(1) 我が国の国土と歴史，現代の政治，経済，国際関係等に関して理解す

るとともに，調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能

を身に付けるようにする。

(2) 社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察

したり，社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力，

思考・判断したことを説明したり，それらを基に議論したりする力を養

う。

(3) 社会的事象について，より良い社会の実現を視野に課題を主体的に

解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理

解を通して涵養される我が国の国土や歴史に対する愛情，国民主権を担

う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，他国や他国

の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

数 学 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解する

とともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を

見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生

活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を養う。

理 科 自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをも

って観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探

究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。



(1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を

養う。

音 楽 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，

生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

(1) 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理

解するととともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技

能を身に付けるようにする。

(2) 音楽表現を創意工夫することや，音楽のよさや美しさを味わって聴く

ことができるようにする。

(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する心情を育

むとともに，音楽に対する感性を豊かにし，音楽に親しんでいく態度を

養い，豊かな情操を培う。

美 術 表現及び鑑賞の幅広い活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，

生活や社会の中の美術や美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに，表現方

法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。

(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，美術の働きなどについて

考え，主題を生み出し豊かに発送し構想を練ったり，美術や美術文化に

対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。

(3) 美術の創造活動の喜びを味わい，美術を愛好する心情を育み，感性を

豊かにし，心豊かな生活を創造していく態度を養い，豊かな情操を培う。

保健体育 体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向

けた学習過程を通して，心と身体を一体として捉え，生涯にわたって心身

の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。

(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に

ついて理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

(2) 運動や健康についての自他の課題を発見し，合理的な解決に向けて思

考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。

(3) 生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を

目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。

技術・家庭 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・

体験的な活動を通して，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向

けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。

(1) 生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能



を身に付けるようにする。

(2) 家庭・家族や地域における社会の中から問題を見いだして課題を設定

し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，表現するなど，課題を解決

する力を養う。

(3) 家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の実現や持続可能な社会の

構築に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

外国語 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国

語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，

簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニ

ケーションを図る資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解するととも

に，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる

実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付けるように

する。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な

話題や社会的な話題について，外国語で簡単な情報や考えなどを理解し

たり，これらを活用して表現したり伝え合あったりすることができる力

を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し

手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養う。



(3)－①高等部【A課程】（令和４，５年度入学） 

教 科 科 目 目 標 

普 

通 

教 

科 

／ 

各 

教 

科 

・ 

科 

目 

国  語 現代の国語 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果

的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

⑴ 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

⑵ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者

との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

⑶ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して

他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

言語文化 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果

的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

⑴ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我

が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。 

⑵ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者

との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。 

⑶ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して

他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

国語表現 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果

的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

⑴ 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

⑵  論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，実

社会における他者との多様な関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考

えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

⑶ 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自

己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して

他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

地理歴史 地理総合 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

(1) 地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や

地球的課題への取組などを理解するとともに，地図や地理情報システムなどを

用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま

とめる技能を身に付けるようにする。 

 (2) 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，

人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，

概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向け

て構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを

基に議論したりする力を養う。 

 (3) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角



的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土

に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切

さについての自覚などを深める。 

地理探究  社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

(1) 地理に関わる諸事象に関して，世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性や，

世界の諸地域の地域的特色や課題などを理解するとともに，地図や地理情報シ

ステムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

 (2) 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，

人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，

系統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地

理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的

に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

 (3) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土に対す

る愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さにつ

いての自覚などを深める。 

歴史総合  社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

 (1) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く

相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解す

るとともに，諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと

める技能を身に付けるようにする。 

 (2) 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，

推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用

して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に

入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それ

らを基に議論したりする力を養う。 

 (3) 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角

的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史

に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚など

を深める。 

日本史探究  社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

 (1) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と



関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の歴史に

関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるように

する。 

 (2) 我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，

時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概

念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し

解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明

したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

 (3) 我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野

に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考

察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対す

る愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め

る。 

世界史探究  社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする

活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

 (1) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や

日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関す

る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

 (2) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，

時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，

概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握

し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説

明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

 (3) 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会

の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面

的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が

国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての

自覚などを深める。 

公  民 公共  人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究した

り解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主

体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 (1) 現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や

理論について理解するとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動する

ために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ

うにする。 

 (2) 現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や

公共的な空間における基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考

察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したこ

とを議論する力を養う。 

 (3) よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする

態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，



現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，公共的な空間

に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，

各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚

などを深める。 

数  学 数学Ⅰ 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。  

(1) 数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解

釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

(2) 命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に

変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量につ

いて論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ

の特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから

設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切

な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的

に考察し判断したりする力を養う。  

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論

拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり，評 価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

数学Ⅱ 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。  

(1) いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・

積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも

に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

(2) 数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて

論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，

方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に

考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学

的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，

問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養

う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察

を深めたり， 評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

数学Ａ 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を

数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身

に付けるようにする。 

(2) 図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に

考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こり

やすさを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構



造を見いだし，数理的に考察する力を養う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論

拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

数学Ｂ 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能

力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける

ようにする。 

(2) 離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率

分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査

の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化

し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養

う。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

理  科 物理基礎 物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通し

をもって観察，実験を行うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科

学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーに

ついて理解するととともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに

関する基本的な技術を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しようと

する態度を養う。 

化学基礎 物質とその変化に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察， 

実験を行うことなどを通して，物質とその変化を科学的に探究するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら，物質の変化について理解するとと

もに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能

を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。 

生物基礎  生物や生物現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察， 

実験を行うことなどを通して，生物や生物現象を科学的に探究するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解する

とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技

術を身に付けるようにする。 

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生

命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。 



地学基礎  地球や地球を取り巻く環境に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しを

もって観察，実験を行うことなどを通して，地球や地球を取り巻く環境を科学的に

探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら，地球や地球を取り巻く環境につい

て理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する

基本的な技術を身に付けるようにする。 

(2) 観察や実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

(3) 地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり，科学的に探究しようとする

態度と，自然環境の保全に寄与する態度を養う。 
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保健体育 体育 体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学

習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフ

を継続するとともに，自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，

生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするため，運動の多

様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるよ

うにする。 

(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画

的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたことを他者に

伝える力を養う。 

(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力す

る，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切にしようとするな

どの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して

運動に親しむ態度を養う。 

保健 保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，

生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・

能力を次のとおり育成する。 

(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技

能を身に付けるようにする。 

(2) 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向け

て思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

(3) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，

明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。 

芸    術 音楽Ⅰ  音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の

音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。  

(1) 曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性

について理解するとともに，創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な

技能を身に付けるようにする。 

(2) 自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しな

がらよさや美しさを自ら味わって聴くことができるようにする。 

(3) 主体的・協動的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好

する心情を育むとともに，感性を高め，音楽文化に親しみ，音楽によって生活

や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。 

美術Ⅰ 美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重



ね，生活や社会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。  

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に

応じて 表現方法を創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 

(2) 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて

考え，主題を生成し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や

美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

(3) 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する

心情を育むとともに，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を

創造していく態度を養う。 

外 国 語 英語コミュニ

ケーションⅠ 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による

聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動 及びこれらを結び付けた統

合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニ ケーションを図る資質・能力を育成する。 

(1) 聞くこと  

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量な

どにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話し手の意

図を把握することができるようにする。  

イ  社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量

などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要

点を目的に応じて捉えることができるようにする。 

(2) 読むこと  

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多く

の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握すること

ができるようにする。 

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多く

の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点を目的に応じて捉

えることができるようにする。 

(3) 話すこと［やり取り］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多

くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな

どを伝え合うやり取りを続けることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多

くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や

文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝え合うこ

とができるようにする。  

(4) 話すこと［発表］ 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多

くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな

どを論理性に注意して話して伝えることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多

くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や

文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して話して伝えること

ができるようにする。 



(5) 書くこと 

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多

くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちな

どを論理性に注意して文章を書いて伝えることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多

くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や

文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して文章を書いて伝え

ることができるようにする。 

英語コミュニ

ケーションⅡ 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による

聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動 及びこれらを結び付けた統

合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニ ケーションを図る資質・能力を育成する。 

(1) 聞くこと  

ア 日常的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量な

どにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，話の展開や

話し手の意図を把握することができるようにする。  

イ 社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量な

どにおいて，一定の支援を活用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点，

詳細を目的に応じて捉えることができるようにする。  

(2) 読むこと  

ア 日常的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定

の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握することができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定

の支援を活用すれば，必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を目的に応

じて捉えることができるようにする。  

(3) 話すこと［やり取り］  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一

定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。 

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一

定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文

を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝え合

うことができるようにする。 

(4) 話すこと［発表］  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一

定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を論理性に注意して詳しく話して伝えることができるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一

定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文

を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して詳しく話して伝える

ことができるようにする。 

(5) 書くこと  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一



定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を論理性に注意して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることが

できるようにする。  

イ 社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一

定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを基に，多様な語句や文

を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して複数の段落から成る

文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。  

論理・表現Ⅰ 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による

聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動 及びこれらを結び付けた統

合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝

え合ったりするコミュニ ケーションを図る資質・能力を育成する。 

(1) 話すこと［やり取り］  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，一

定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を詳しく話して伝え合ったり，立場や状況が異なる相手と交渉したりするこ

とができるようにする。  

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開な

どにおいて，一定の支援を活用すれば，ディベートやディスカッションなど

の活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や

文を用いて，意見や主張，課題の解決策などを論理の構成や展開を工夫して

詳しく話して伝え合うことができるようにする。 

(2) 話すこと［発表］  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，

一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ち

などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるよう

にする。  

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備

などにおいて，一定の支援を活用すれば，スピーチやプレゼンテーション

などの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な

語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して詳しく

話して伝えることができる ようにする。  

(3) 書くこと  

ア 日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一

定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなど

を論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝

えることができるようにする。  

イ 日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備な

どにおいて，一定の支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用し

ながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工

夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるように

する。 

家    庭 家庭総合 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して， 

様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭

や地域の生活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 



(1) 人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，

生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに，それらに係る

技能を体験的・総合的に身に付けるようにする。 

(2) 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定

し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的な根拠に基

づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。 

(3) 様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しよ

うとするとともに，生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を

図ろうとする実践的な態度を養う。 

情    報 情報Ⅰ 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・

解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切か

つ効果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育

成することを目指す。 

(1) 効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用につい

て理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解

を深めるようにする。 

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する

態度を養う。 

情報Ⅱ 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・

解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切か

つ効果的，創造的に活用し，情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与するため

の資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 多様なコミュニケーションの実現，情報システムや多様なデータの活用に

ついて理解を深め技能を習得するとともに，情報技術の発展と社会の変化につ

いて理解を深めるようにする。 

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的，創造的に活用する力を養う。 

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，新たな価値の創造を目指し，

情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与する態度を養う。 

学校設定

教科 

自立と社会

参加Ⅰ 

社会生活，職業生活，家庭生活について必要な事柄を理解し，実生活で生かすこ

とができるようにする。（知識・技能） 

社会人としての自覚を持ち，自己の意志と責任で主体的に生き抜こうとする力を

養う。（思考力・判断力・表現力等） 

自己の病気や障害について理解を深め，自己を生かせる社会参加の在り方を前向

きに考えることができるようにする。（学びに向かう力・人間性等） 

自立と社会

参加Ⅱ 

社会生活や職業生活に関する体験を通して，社会参加に必要な能力や態度を育成

する。（知識・技能） 

体験を通して自分の適性や課題を見つめ直し，卒業後の生活へのイメージを持

ち，卒業までの学習に見通しを持ちながら意欲的に学習を行うことができるように

する。（思考力・判断力・表現力等）（学びに向かう力・人間性等） 

 



(3)－②高等部【A課程】（令和３年度入学） 

教 科 科 目 目 標 

普 

通 

教 

科 

／ 

各 

教 

科 

・ 

科 

目 

国  語 国語総合  国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるととも

に，思考力や想像力を伸ばし，心情を豊かにし，言語感覚を磨き，言語文化に対す

る関心を深め，国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。 

国語表現  国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，

思考力や想像力を伸ばし，言語感覚を磨き，進んで表現することによって国語の向

上や社会生活の充実を図る態度を育てる。 

現代文Ａ  近代以降の様々な文章を読むことによって，我が国の言語文化に対する理解を深

め，生涯にわたって読書に親しみ，国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育て

る。 

地理歴史 世界史Ａ  近現代史を中心とする世界の歴史を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と

関連付けながら理解させ，現代の諸課題を歴史的観点から考察させることによっ

て，歴史的思考力を培い，国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質

を養う。 

日本史Ａ  我が国の近現代の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連

付け，現代の諸課題に着目して考察させることによって，歴史的思考力を培い，国

際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

地理Ａ  現代世界の地理的な諸課題を地域性や歴史的背景，日常生活との関連を踏まえて

考察し，現代世界の地理的認識を養うとともに，地理的な見方や考え方を培い，国

際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

公  民 現代社会  人間の尊重と科学的な探究の精神に基づいて，広い視野に立って，現代の社会と

人間についての理解を深めさせ，現代社会の基本的な問題について主体的に考察し

公正に判断するとともに自ら人間としての在り方生き方について考察する力の基

礎を養い，良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

数  学 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ⅰ  数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知

識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを

認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

数学Ⅱ  いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の

考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に

考察し表現する能力を養うとともに，それらを活用する態度を育てる。 

数学Ａ  場合の数と確率，整数の性質又は図形の性質について理解させ，基礎的な知識の

習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識

できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

理  科 物理基礎  日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心

を高め，物理学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を

養う。 

化学基礎  日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，化学の基

本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

生物基礎 日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，生物学の

基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

地学基礎  日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高

め，地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 
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保健体育 

 

体育 運動の合理的，計画的な実践を通して，知識を深めるとともに技能を高め，運動

の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにし，自己の状況に応じて体力の向

上を図る能力を育て，公正，協力，責任，参画などに対する意欲を高め，健康・安

全を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育て

る。 

保健  個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし，生涯を通

じて自らの健康を適切に管理し，改善していく資質や能力を育てる。 

芸    術 音楽Ⅰ  音楽の幅広い活動を通して，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるととも

に，感性を高め，創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化についての理解を

深める。 

美術Ⅰ  美術の幅広い創造活動を通して，美的体験を豊かにし，生涯にわたり美術を愛好

する心情を育てるとともに，感性を高め，創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし，美

術文化についての理解を深める。 

外 国 語 

 

 

 

 

コミュニケー

ション英語Ⅰ 

 英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する

とともに，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能

力を養う。 

コミュニケー

ション英語Ⅱ 

英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する

とともに，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能

力を伸ばす。 

英語表現Ⅰ  英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する

とともに，事実や意見などを多様な観点から考察し，論理の展開や表現の方法

を工夫しながら伝える能力を養う。 

家    庭 

 

家庭総合 人の一生と家族・家庭，子どもや高齢者とのかかわりと福祉，消費生活，衣食住

などに関する知識と技術を総合的に習得させ，家庭や地域の生活課題を主体的に解

決するとともに，生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。 

情    報 

 

 

社会と情報  情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ，情報機器や情報通信ネット

ワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，表現するとともに効果的にコミュ

ニケーションを行う能力を養い，情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

情報の科学  情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させるとともに，情報と情報技術

を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を習得させ，情報社

会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てる。 

学校設定

教科 

自立と社会

参加Ⅰ 

社会生活，職業生活，家庭生活について必要な事柄を理解し，実生活で生かすこ 

とができるようにする。（知識・技能） 

 社会人としての自覚を持ち，自己の意志と責任で主体的に生き抜こうとする力を

養う。（思考力・判断力・表現力等） 

自己の病気や障害について理解を深め，自己を生かせる社会参加の在り方を前向

きに考えることができるようにする。（学びに向かう力・人間性等） 

自立と社会

参加Ⅱ 

社会生活や職業生活に関する体験を通して，社会参加に必要な能力や態度を育成

する。（知識・技能） 

体験を通して自分の適性や課題を見つめ直し，卒業後の生活へのイメージを持

ち，卒業までの学習に見通しを持ちながら意欲的に学習を行うことができるように

する。（思考力・判断力・表現力等）（学びに向かう力・人間性等） 

 


